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ミル語（6.3%）、カンナダ語（4.94%）などが話されている（Government of India, 
2011）。 
インドにおける英語話者は、2011年インド国勢調査によれば人口の10.6%、数でい
えば 1 億 3 千万人に上る（Ibid.）。英語圏の国の中で最も人口が多いアメリカの人口
が約 3 億 2 千万人、二番目に人口が多いイギリスの人口が約6,600万人であることに
鑑みると、インドはアメリカ合衆国に次いで、英語話者の数が世界で二番目に多い
国だといえる。 




ディアなど社会で広く使用されている（Government of India, Ministry of Law and 







いる22の言語（Scheduled languages）と英語から 1 つ以上の州レベルの公用語を定め
ることができる。この22の言語を「語族別」に整理すると次のようになる（Ibid.）。 
 







・ドラヴィダ系言語 (Dravidian languages)：4 言語、南部に広く分布 
カンナダ語(Kannada)、マラヤラム語(Malayalam)、タミル語(Tamil)、テレグ
語(Telegu) 
・シナ・チベット系言語 (Sino-Tibetan languages)：2 言語、北東の国境線に沿って
分布 
ボド語(Bodo)、マニプリ語(Manipuri) 















Englishes の研究分野で Kachru が提唱した「三つの円」の概念（Kachru, 1985）を念
頭においてモジュール開発する英語変種を選定した。この概念では、英語を国民の
大半が母語あるいは第 1 言語として使う国々を「内部圏(Inner Circle)」、公用語とし































各英語会話モジュールには40 の動画があり、前半の20 会話（1. 挨拶する～20. 人
を紹介する）では、各国の文化や状況を反映させ、その英語固有の語彙や語法を多
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出身地は、北部が 6 名（デリー4 名、パンジャーブ 2 名）、中西部が 2 名（ムンバイ











会話 40 に登場する女性 A は、デリー出身でヒンディー語が母語であり、アメリカ
合衆国に留学していたため流暢に英語を話す。この会話のなかの役柄のように実際
に大学の教員である。会話 21 の女性 A（社会人）と会話 8 の男性（大学生）もデ
リー出身でヒンディー語が母語であり、高学歴である。 
会話 2 や 4 に出てくる男性はパンジャーブ出身でパンジャーブ語が母語である。
英語の読み書きは中等教育で学んだが、高学歴ではなく英語を話すのが苦手である。
インドの非熟練労働者の英語の話し方の一例である。 
























ことが多い。以下、それぞれ RP、GA と記す。 
 
３．１． 規範とされる RP 
教育レベルが高いインド人は、学校教育において RP を規範とするよう教育されて
きた（Sailaja, 2009:27）。RPは「BBC英語（BBC English）」とも呼ばれ、イギリスの
国営放送 BBC のアナウンサーたちの多くが話すと認識されている発音である4。 





その特徴は、car や cart といった語で、母音のあとの/r/を発音しない非 R 音性的な
（non-rhotic あるいは r-less）な英語5だということである。例えば、会話 1 の“are”、
会話 31 の“starving”、会話 9 の“nervous”の/r/などは発音されていないことがインド英
語モジュールで観察される。 
また、“can’t”や“class”の母音は RP では長母音の/ɑː/、GA では/æ/となるが、インド
英語では前者で発音されることが多く、インド英語モジュールでもこれが観察され
る。“worries”、“vase”、“herbal”、“frustrated”、“schedule”等の語もRP で発音されてい




表 1.  RP に関する発音説明の例 
How are you, Priya? "are"の"r"は発音されていない（英英語・印英共通）。
"How are you"で「ハウワーユー」のように聞こえる。[会
話 1．挨拶する] 
I'm starving. Let's eat. "stARving"は長母音/ɑː/で、"r"は発音されない（英英語・
豪英語と共通）。[会話 31．好きなものについて述べる] 










5 Kachru が提唱する「三つの円」の内部圏と外部圏に属する英語は、car や cart といった語で、母音の
あとの/r/を発音するかしないか、という基準に沿って二つのカテゴリーに大抵分類される。それを






I was a bit nervous initially, but I 
got over it quickly. 
"nERvous"の/r/は発音されていない（英英語と同じ）。[会
話 9．経験について述べる] 









I accidentally knocked down your 








You look so frustrated. "frustrated"は英英語と同様、"-trate"にアクセントがあ
る。[会話 37．指示する] 














こえる。表 2 はその一部を説明している。 
語末の/r/の後に母音が続く場合もたたき音が観察される。表 2 に示される会話 24
の“for a”や会話 25 の“your advice”の連続でこれが観察される。 























I'm looking for a face cream. "for"の/r/はたたき音で、日本語の「ラ行」のような発音
になっている（印英の特徴）。それが後ろの"a"とつながっ
て、「フォラ」のように発音されている。[会話 24．比べる]
Richa, I need your advice. "Richa"と"your"の/r/はたたき音で発音されている（印英の
特徴）。[会話 25．提案する] 
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閉鎖音[ʈ]と[ɖ]で発音されるからである（Sailaja, 2009:21）。会話 1 に出てくる“top”や






表 3.  歯茎閉鎖音/t/と/d/の反り舌閉鎖音化に関する発音説明の例 





about two cups of cut vegetables "two"の/t/の発音はそり舌の[ʈ]を使っている（印英の特
徴）。[会話 14．経験についてたずねる] 
We do have Mexito, but we also 




He is visiting me tonight. "visiting"の/t/の発音は反り舌の破裂音[ʈ]を使っている（印
英の特徴）。[会話 14．経験についてたずねる] 










語発音（Standard Indian English Pronunciation）の特徴である（Sailaja, 2009）。実際は
教育レベルが高いインド人でも R 音性的な英語を使うことがある（Nihalani, Tongue, 
Hosali, and Crowther, 2004）。この事実は本モジュールでも母音の後の/r/が発音されて
いる場合があることにも反映されている。この場合、歯茎接近音の[ɹ]が使われるこ
ともあれば、たたき音の[ɾ]、反り舌接近音の［ɻ］、摩擦性を伴ったふるえ音[r]も使
われている。表 4 は R 音性的な発音が観察される発音説明のいくつかの例を示す。 
 
表 4.  R 音性的な発音に関する発音説明の例 




Will it be safe to leave my things 
in the locker? 
"locker"は語末の/r/をそらせて終わっている。[会話 16．
禁止する] 




It's my pleasure, Sir. "Sir"の/r/はそり舌接近音［ɻ］で発音されている。[会話
20．人を紹介する] 
Welcome to India, Sir. "Sir"の/r/はそり舌接近音［ɻ］で発音された後、そり舌摩
擦音［ʂ］に移行している。[会話 20．人を紹介する] 
It's just that you still haven't taken 




If you don't take it next semester, 
you might have difficulty completing 
your degree on time. 
"semester"の語末の"-er"は、舌をそらせて終わっている。
[会話 40．助言する] 
Wow! These are really cool pictures! "pictures"の語末の"-er"は、そり舌接近音の［ɻ］で発音さ
れている。[会話 32．好きな行動について述べる] 
I'm not sure. "sure"は歯茎接近音の[ɹ]で発音している。米英語と同じ。
[会話 35．条件をつける] 




Alright. If I learn anything more, 
I'll let you know. 
"more"は歯茎接近音の[ɹ]で発音している。米英語と同
じ。[会話 35．条件をつける] 
Are you sure? "sure"は歯茎接近音の[ɹ]で発音している。米英語と同じ。
[会話 3．人にものをあげる] 
 
インドでは非 R 音性的特徴の方が格式が高いという意識があり、非 R 音性的なイ
ンド英語を話す話者でもカジュアルな会話では母音の後の/r/を発音することがよく
ある（Sailaja, 2009）。また、店で R 音性的なインド英語を話す店員に話しかける時
は R 音声的な発音をすることが報告されている（Sailaja, 2009）。同一話者の発音上
の変異はスピーチスタイルの調整モデルであるスピーチ・アコモデーション理論
（Speech Accommodation Theory: Giles, Mulac, Bradac, and Johnson, 1987）の収斂








れるようにも聞こえる。たとえば、会話 1 の“work”や会話 22 の“welcome”がそれぞ
れ「ヴァーク」、「ヴェルカム」のように聞こえる。また会話 23 のなかの“vase”が
「ワーズ」のように聞こえる。表 5 にこの点についての説明例を挙げる。 
 
表 5.  /w/と/v/の無区別、唇歯接近音化に関する発音説明の例 
I work for an MNC. "work"の/w/は[ʋ]で発音され、「ヴァーク」のように聞こ
える（印英の特徴）。[会話 1．挨拶する] 
Oh, we are looking for Kancivaram 
in shades of pink. 
"we"の /w/は[ʋ]で発音され、「ヴィー」のように聞こえ
る。[会話 2．注意をひく] 








I accidentally knocked down your 






会話 2: We’ll have to wait patiently.  
（“We”も“wait”も両唇接近音の/w/として発音されている。） 
会話 3: We can wait for you.   
 Don’t worry. 
会話 5: First, soak rice in water for 30 minutes.  
会話 7: Where exactly do you want to go? 
会話 8: What is the matter? 
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1. 容認発音（RP）では長母音が/iː/, /uː/, /ɔː/, /ɑː/, /əː/（/ɜː/）の五つであるが、イン
ド英語では、これに/eː/と/oː/が加わり、次の七つとなる: /iː/, /eː/, /uː/, /oː/, /ɒː/ 
(RP の/ɔː/に相当), /aː/, (RP の/ɑː/に相当) , /əː/。これは、インド英語では、二重
母音/ei/と/ou/が単母音・長母音化する傾向があり、それぞれ/eː/と/oː/で代用さ




表 6.  二重母音/ei/と/ou/の単母音・長母音化に関する発音説明の例 
Wow, that's great! "grEAt"は長母音で「エー」と発音している（印英の特
徴。米・英英語では二重母音で「エイ」。）[会話 1．挨拶
する] 
Oh no, it's okay. "Oh", "nO". "Okay"は長母音で「オー」のように発音され
ている（米・英英語では二重母音「オゥ」）。[会話 21．感
謝する] 




May I help you? "May"は単母音を用いて「メー」のように発音されてい
る。また、"help"の/l/は明るい l で発音されている（どち
らも印英の特徴）。[会話 33．順序について述べる] 











表 7.  /θ/と/ð/の閉鎖音化に関する発音説明の例 
I think they are all very busy. "think"の/θ/は閉鎖音で、日本語のタ行と同じ。[会話 2．
注意をひく] 
Oh, there he comes. "there"の/ð/は閉鎖音で、日本語のダ行と同じ発音。[会話
2．注意をひく] 
I think it was kind of a wake up 




Thank you so much, Jasmine. "Thank"の"th"は日本語のタ行音のように破裂する音に
なっている（印英の特徴）。[会話 6．能力についてたずねる] 
 
３．８．無気音で発音される/p, t, k/ 
インド英語では/p, t, k/の無声破裂音は音節初頭の母音の前であっても、気音を伴
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表 8.  無気音で発音される/p, t, k/に関する発音説明の例 





Please tell me what kind of saris 









（Sailaja, 2009:23）。表 9 で説明されているように、会話 1 の“school”や会話 30 の
“milk”では「明るい l」が使われている。 
 
表 9.  どの位置にあっても「明るい l」で発音される/l/に関する発音説明の例 









Wow! That sounds cool. "cool"の/l/は明るい l で発音されている（印英の特徴）。
[会話 39．招待する] 
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ンド英語では最初の文字に置かれる（Sailaja, 2009:31）。例えば、会話 1 の“I work for 























表 10.  語アクセントのシフトに関する発音説明の例 
I work for an MNC. "MNC"のような頭文字語は英英語、米英語では最後の頭
文字に第一アクセントが来るが、インド英語では最初の
頭文字に第一アクセントが来る。[会話 1．挨拶する] 
IIM Ahmedabad, awesome! "IIM"は最初の頭文字に第一アクセントがきている。頭文
字語は英英語、米英語では最後の頭文字に第一アクセン
トが来る。[会話 1．挨拶する] 
I live in C-13. "thirteen"は通常"-teen"にアクセントが置かれるが、ここで
は"thir-"に置かれている。[会話 22．自己紹介する] 
It's in workshop, and it will not be 





She wants to buy some Indian 







I encouraged them to ask questions 







A portrait of Radha and Krishna. "portrait"はアクセントが"-trait"に来ている。米英語・英英
語では"por-"にアクセントが来る。[会話 6．能力について
たずねる] 
See, you have an oily skin, and the 
cream that you are asking for is 






I think this would be appropriate 





What about my bag and mobile? "mobile"は、英英語や米英語では第 1 音節"mo-"にアクセ
ントが置かれるが、ここでは第 2 音節"-bile"にアクセント
が置かれている。[会話 16．禁止する] 
We are going to my parents' house. "parents' house"は標準英・米英語では最初の音節（par-）
が強く、高く発音されるが、インド英語では弱音節（-ents）
の方が高く発音されている。[会話 26．予定を述べる] 
We will plan it indoors and look 

















傾向がある。例えば、表 11 が示すように、モジュールの会話 6 に出てくる“hopeless”
の“-less”が/lɪs/ではなく/lɛs/、会話 9. に出てくる“appropriate”の最終音節の-ate が/ət/
ではなく/eɪt/、会話 19. に出てくる“unpredictable”の“-able”が/əbl/ではなく/eɪbl/になる。 
 
表 11.  弱音節の完全母音化に関する発音説明の例 
I'm hopeless with drawings. "hopeless"の"less"の母音が弱化しないで、[ɛ]と発音されて
いる。[会話 6．能力についてたずねる] 
I think this would be appropriate 























表 12.  複数形態素｛s｝の発音に関する説明例 
Can you show us some saris? "saris"の最後の"s"は無声化され[s]で発音されている。[会
話 2．注意をひく] 
I had two classes. "classes"の最後の"es"は/[ɛs]で発音されている。欧米の英
語では/ɪz/が使われる。[会話 4．経験についてたずねる] 
Can I borrow your scooter for a 
couple of hours. 
"hours"の最後の"s"は無声化され[s]で発音されている。[会
話 11．依頼する] 
So please leave your shoes at the 











会話 2: Oh, we are looking for Kancivaram in shades of pink.  
会話 4: I had two classes.  
 We had an orientation program in the morning. 
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 Then I had to complete some paperwork after lunch.  
会話 9: Yes I’ll take it.  








会話 1: Yes, that’s a good idea.  
会話 2: We have a large collection in that color.  
会話 7: It will take you through a small garden.  
会話 8: You’re still using the same old phone. 
会話 31: I’m getting a chicken and a cold drink.   






リズムを持つ傾向がある（Trudgill and Hannah, 2017）。このため、RP・GA で弱音節
になる機能語が完全母音（ full vowel）を持った強形で発音されることが多い
（Pandey, 2015）。例えば、会話 33 の“to”は、RP・GA では弱形の/tə/で発音されるの




会話 33: First, you need to complete the application form. (/tə//tuː/) 
会話 19: Is the date of Greetu’s wedding final? (/əv/ /ɒf/) 
会話 20: Sir, Professor Satyanath participated in the World Englishes project of 
your university. (/əv/ /ɒf/)  

















（Pickering, 2018）。例えば、会話22 の“He is here / on an official visit / to sign an 






会話 4: I was a bit nervous initially,/ but ~ 
会話 5: About two cups of cut vegetables,/ onions, ~ 
会話 16: We have lockers/ where ~ 
会話 22: He is here / on an official visit/ to sign an agreement /  
with the University of Delhi. 
会話 26: My parents are complaining / that ~ 
会話 35: If she’s going to Ravi’s party/, ~ 
 














表 13.  疑問詞疑問文のイントネーションに関する説明例 








What is the matter? 英英語、米英語では、"what"などの疑問詞で始まる疑問文
は下降調のイントネーションとなるが、インド英語では
上昇調となることがある。[会話 10．提案する] 













a. 語末の/t/, /d/と語頭の/j/の融合同化の有無 
RP・GA の会話体では語末の/t/と語頭の/j/が融合同化して/tʃ/になり、語末の/d/と
語頭の/j/が融合同化して/dʒ/と発音される音声現象が広く観察される（Rogerson-








会話 1: What did you do after college? 
会話 3: Would you like to join us? 
会話 4: Did you have any classes to teach? 
会話 21: Won’t you come in?  
会話 23: Where did you get it? 
会話 25: Did you go? 
会話 27: Would you like salad or French fires? 
会話 30: How did you make it? 













会話 1: What are you doing there? 
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会話 9: What is so special about it? 
会話 10: What is the matter? 
会話 16: Yes, it is part of our temple culture.  
会話 26: Yeah, they’re really excited about it.  
会話 34: She’s doing much better.  
会話 37: See that little printer icon at the bottom? 
 
３．14．発音のアメリカ英語化 
前節 3.1.で、標準インド英語は非 R 音性的な英語であり、“last”、“can’t”の様な






Here it says that the tomato soup is spicy.（会話 27） 
アメリカ英語式の/təmeɪtoʊ/で発音されている。しかし/t/はたたき音化していない。 
b. been 
I have been in Chennai for the past years.（会話 1） 
Where have you been?（会話６） 
いずれもアメリカ英語と同じ/bɪn/が使われている。RP では/biːn/が使われる。 
c. twenty 
Umm… not more than twenty minutes.（会話 3） 
会話 3 の女性A はアメリカ英語式に/n/の後の/t/を省いて/twɛni/と発音している。





(2) 接近音 r の音色を帯びた母音（r-colored vowel） 
前節 3.4.でインド英語では R 音性的発音が使われることもあると述べたが、一般
インド英語発音ではこの R はたたき音[ɾ]のことが多い（Pandey, 2015）。しかし、3.4.








会話 17: What about breakfast? 
（“What”と“about”が連結し、/t/がたたき音になっている。） 
No, I better get going.（“better”の/t/がたたき音化している。） 
会話 24: It was a lot of fun. 
（“lot”と“of”が連結し、/t/がたたき音化している。） 
会話 31: I just don’t get what’s good about it. 
（“about”と“it”が連結し、/t/がたたき音化している。） 
But I’m getting a chicken and a cold drink. 
（“getting”の/t/がたたき音化している。） 
Just talking about it makes me hungry. 
（“about”と“it”が連結し、/t/がたたき音化している。） 
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